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放課は思いっきり遊ぼう‼ 
 

 日に日に寒くなってきました。子どもたちが寒い寒いと言いながらも、元気に外に出て行く姿をよく見

かけます。そこに、子どもたちよりさらに笑顔満点のＳＰさんが校舎から元気に出てきます。そんな姿を

見て、私も元気をもらっています。ＳＰさんのはじけるような笑顔と元気は、学校や子どもたちを明るく

してくれているように思います。 

 ＳＰとして活動していた時、ＳＰのことをよく気にかけてくださっていた先生から、「放課は一緒に思

いっきり遊んでやってください。一緒に遊ぶことって大事ですよ。」と教えていただきました。当時は、

「何がそんなに大事なのだろう。」とあまりピンと来ていませんでしたが、今、ＳＰさんの姿を見ている

と、「確かに大事だな。」と思います。 

 一緒に遊ぶと、子どもたちとの関わり方を学べます。子どもたちの世界に入ることは、想像以上に難し

いものです。（だからこそ、“思いっきり”・“全力で”遊ぶことが大切なのかなあと思います。）また、教

室では見せない姿、本音、子ども同士の人間関係を見ることもできるでしょう。トラブルに遭遇する場面

も授業中より圧倒的に多いです。現場に出たシニアＳＰは口をそろえて、「ＳＰの時にいろんな経験をし

ていたのですぐに対応できました。でも、子どものことを何も知らずに先生になっていたら、慌ててしま

って何もできなかったと思います。」と話しています。子どもたちと全力で遊ぶ大切さは、現場に出ると

より一層感じるようです。 

 


